
令和７年度使用教科用図書調査専門委員会　調査研究報告書　観点・着眼点（　種目名　数学　）

　数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化した
り、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにするための工夫・
配慮の程度はどうか。
　数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的･発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養うための工夫・配慮の程度
はどうか。
　数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態
度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養うための工夫・配慮の程度はどう
か。

　「自分に合ったペースや方法で学ぶ」ことができるような工夫・配慮の程度はどうか。

　「多様な人と学び合う」ための工夫・配慮の程度はどうか。

　「夢中で探究する」ための工夫・配慮の程度はどうか。

　人権の尊重や教育の政治的中立に関する配慮の程度はどうか。

　数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育成
するための内容の充実についての適切さはどうか。

（２）内容の程度
　基礎的・基本的な知識及び技能を習得するための工夫・配慮の程度はどうか。また、数学
と実社会を関連付けられるような記述や教材の充実についての適切さはどうか。

（３）内容の構成
　導入・説明文・例題・問題等の配列や関連付けの適切さはどうか。また、補充的な学習や
発展的な学習の内容について、配列や分量の適切さはどうか。

4 タブレット端末の活用 　タブレット端末を活用して学習の効果を高めるための工夫の程度はどうか。

5
表記・表現及び使用上の
便宜等

　単元や章の展開・項目・資料等の工夫の程度はどうか。また、本文記述と挿絵・イラス
ト・写真・図表等の関連の適切さはどうか。

6 印刷・造本等
　「ユニバーサルデザイン化の観点から印刷の鮮明度、文字の大きさ、書体、色彩等」、「造本の堅ろうさや体
裁」、「再生紙の使用や環境に優しいインクの使用等環境への配慮」など印刷造本等の工夫の程度はどうか。

観　点 着　眼　点

3
内
容

（１）内容の選択

1 学習指導要領との関連

2
「コンパスぷらん（第４
期名古屋市教育振興基本
計画）」との関連
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発行者
特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴

○

　きめ細かな単位で理解を確認する「クイックチェック」で、生徒
が必ず身に付けたい問題を取り上げ、自身でつまずきを早期発見で
きるように工夫して編集されている。

　必要に応じて「思いだそう」を配置して学習内容を振り返りなが
ら、豊富な問題で、練習、確かめ、振り返りができるように編集さ
れている。

　学習過程のイメージを具体化し、問題発見から解決までの過程が
見えるようにして、生徒自らが率先して学びに取り組めるよう編集
されている。

　課題が見られるつまずきが多い内容の誤りを正しく直す問題や
「もどって確認を」を設け、自ら技能を身に付けられるよう編集さ
れている。

○

　最初の章の「学び方のページ」で、問題解決の過程を示し、思考
力・判断力・表現力が育成されるように工夫して編集されている。

　問題発見・問題解決の流れを示し、その流れを意識しながら取り
組むことで、見い出した問題の解決の仕方が身に付くように編集さ
れている。

　問題発見したものを考察したり、性質を見い出したりして、統合
的・発展的に問題解決したり、多様な考えを説明し合う活動をした
りして、思考力・判断力・表現力が育成されるよう編集されてい
る。

　「？」から「！」を見い出し、さらに「！？」へつながる「問
い」を大切にした構成で、思考力・判断力・表現力が身に付くよう
編集されている。

　節ごとの「学びをふり返ろう」や章ごとの「ふり返りレポート」
で自らの学びを振り返り、学びの変容に気付くことで、数学の楽し
さやよさが感じられるよう編集されている。

　学習の区切りや章末に学んだことを評価の観点を具体的に示して
ふり返るように促す質問を設け、学んだことのよさに気付いたり、
考える楽しさを実感できたりするよう編集されている。

　「できるようになったこと」で、できるようになったかを自分で
判断できるようにしたり、「さらに学んでみたいこと」で、その先
への意欲をもたせるようにしたりして、問題解決の過程を振り返っ
て評価・改善できるよう編集されている。

　「章とびら」の内容と章の学習内容を関連づけ、「数学の広場」
や「数学しごと人」へとつなげていくことで、数学の有用性を実感
したり、学習による自己の成長を感じたりできるよう編集されてい
る。

○

　各設問では、「かならず解けるようになりたい問題」に印がつい
ていたり、巻末の補充の問題に加えて、デジタルコンテンツでフ
ラッシュカードによる問題演習が用意されていたりなど、個々の理
解度に合わせて取り組めるようになっており、自分のペースで学び
直しができるよう工夫されている。

　各設問に合わせて、小学校の内容の振り返りがこまめに記述され
ていたり、「プラス・ワン」として解き終えた生徒向けの補充問題
が用意されていたりするなど、個に応じた対応がされている。

　デジタルコンテンツ「チャレンジ」で補充問題に取り組むことが
できたり、「パトロール隊」で解き方の丁寧な解説を見ることがで
きたりするなど、個に応じた学習に対する工夫がある。巻頭の「こ
の教科書を使った数学の学び方」で、学びの進め方を丁寧に示して
あるが、個に応じた学び方か吟味する必要がある。

　「もどって確認」では巻末の「学びのマップ」で、算数からのつ
ながりが確認でき、自分のペースで学び直しができるようになって
いる。「力をのばそう」でのデジタルコンテンツ「サポート」につ
いては、ヒントとなることがらが単に記載されているだけで、あま
り実用的でない。

○

　各単元の導入や利用で対話を促す指示があり、どのタイミングで
対話的な学びを取り入れればよいか分かりやすくなっている。ま
た、デジタルコンテンツに「対話シート」があり、対話の場面で、
それを用いて自然と対話へとつなげられるように工夫されている。

　章末の利用の設問が、巻頭にある「問題発見・問題解決の流れ」
と合わせて示してあり、考えを伝え合う場面が設定されている。ま
た、「判断しよう」と「伝えよう」の設問で、対話を促すような工
夫が見られるが、設問数は少ない。 ○

　ほとんどの「Question」の設問で、登場キャラクターによる会話
が記載されており、対話のきっかけとなる問いが示されていたり、
「見方・考え方」が併記されていたりして、同じ着眼点で話し合い
を円滑に進めることができるように工夫されている。

　主に各単元の利用の設問で、どの段階で何をすればよいかが「学
びのプロセス」として併記されているため、自分の考えをもった上
で、話し合うタイミングが図示されていて、対話的な学びが生まれ
やすい。

　各内容に合わせたコラム的な「数学のまど」や巻末の「数学の自
由研究」で、各単元の内容を日常生活で活用できる場面が紹介され
ている。また、自ら進んで取り組む問題には「それなら」と示して
あり、発展的に考えることができる工夫がなされている。

　各単元末に「活用・探究」のページがあり、学習内容に合わせて
自ら課題を設定して取り組むようにするなど、自分の興味に合わせ
て学びを進めることができるように工夫されている。

○

　「Tea Break」として、数学の内容に関する豆知識が随所に散りば
められている。また、各章末には「活用」の問題と「深めよう」の
ページで日常の事象とのつながりについても触れられており、生徒
の興味・関心を引き出しやすくなっている。

　「学んだことを活用しよう」や「数学の広場」のページが多く、
学習内容が日常のどのような場面で用いられているのかが、豊富に
取り上げられている。

○

　同じキャラクターがページによって異なる制服を身に付けていた
り、様々な人々が過ごしやすい社会となるような取組を題材とした
りするなど、人権に配慮した編集がなされている。

○

　外国にルーツをもつ生徒を複数含めた多くの登場キャラクター
や、オリンピックやパラリンピックを題材とした問題設定など、多
様性を意識した構成になっている。

　エコキャップ運動のように、身の周りで取り組んでいる活動が、
国を超えて協力し合うことにつながる場面設定があり、他者を大切
にする心を育むきっかけが得られるよう工夫されている。

　イラストでは、性別を問わず協力して取り組む様子が描かれてい
たり、周囲の気持ちについて考えながら活動に取り組む様子に触れ
ていたりなど、人権に対する配慮がなされている。

　「深い学びのページ」では、問題発見・問題解決の過程を意図し
た活動を通して、問題解決で働かせた見方・考え方を「大切にした
い見方・考え方」で振り返り、数学的に考える資質・能力の育成が
できるよう編集されている。

　問題発見・問題解決の流れを示し、意識して取り組ませること
で、見い出した問題の解決の仕方が他の問題の解決に役立つような
数学的に考える資質・能力の育成ができるよう編集されている。

　「Ｑ」の側注に「見方・考え方」を示し、問題解決に向けての見
通しを立てることによって、筋道を立てて数学的に考える資質・能
力の育成ができるよう編集されている。

〇

　見方・考え方が働く具体的な問題場面の吹き出しや典型的な学習
場面に汎用的な「羅針盤マーク」をつけることで、未知の問題に対
しても自ら働かせ数学的に考える資質・能力の育成ができるよう工
夫して編集されている。

〇

　細かな単位で理解を確認する「クイックチェック」にデジタルコ
ンテンツの「ヒントと解答」があり、必ず身に付けたい問題を取り
上げ、生徒自身がつまずきを早期発見できるよう工夫されており優
れている。また、各種教育課題や他教科との関連が強い内容を取り
上げ、今日的課題への取り組みができるよう工夫されている。

　「活動」、「例」、「例題」を適切に配置し、見い出すことや学
ぶことを明確にするよう工夫されている。また、「活用・探究」、
「社会にリンク」、「MATHFUL」で、数学が生活に生かされているこ
とや仕事の中で活用されていることが実感できるよう工夫されてい
る。

　「例」に、ノート形式で模範的な解答の書き方やノートを書く際
に気を付ける点について示したり、「問」の中に誤答問題の「正し
いかな？」を設定して誤りやすい箇所明確にしたりと工夫されてい
る。また、「章のまとめ問題」に「活用」を設定し、職業や環境な
どに日常生活に関する課題に活かせるよう工夫されている。

　各章の入口には「学習する前に」、出口には「学習のまとめ」を
設け、基礎・基本を確認して既習内容と新たに学んだことをつなげ
るように工夫されている。また、「章とびら」や「数学仕事人」で
は、数学を学ぶことの必要性や数学が実社会で役立っていることを
感じられるよう、工夫されている。

　生徒の思考の流れを大切にし、疑問が次の学びへとつながる系統
性、連続性のある単元構成にし、「問」、「基本の問題」、「問題
Ａ」の「チェックボックス」で自己調整しながら学びを進められる
よう工夫されている。また、「補充の問題」や「活用の問題」など
豊富な問題で繰り返し学習することや自ら考え表現する力を高める
ことができるよう工夫されている。

　新しく学んだ事項を「たしかめ」と「Ｑ」で直前に学んだことの
理解を確かめ、同じ考え方を使って解くことができる問題を配置
し、分かりやすい構成にして生徒が学びやすくなるよう工夫されて
いる。また、「プラス・ワン」や「たしかめよう」など豊富な問題
で練習したり、発展的な学習で次の学年や高等学校で学習する内容
につなげたりするような工夫がされている。

〇

　章・節の「とびら」で課題を見付け、「Ｑ」で数学の問題に置き
換え、解決に向けた生徒同士対話につなげ、問題に取り組むことで
見方・考え方をまとめていけるよう工夫され、優れている。また、
「計算力を高めよう」や「確かめよう」で常に振り返れるようにし
たり、「数学へのいざない」や「深めよう」などで上位学年の内容
にも触れたりして工夫されている。

〇

　「例（例題）」と「問」の間に「例（例題）」に類似した「たし
かめ」を設け、学びをつなぐよう工夫されている。また、「補充問
題」でここまでに学んだことを繰り返し取り組めるようにしたり、
「力をのばそう」や「ひろがる数学」で高等学校の入試問題や高等
学校で学習する内容との関連の紹介をして、数学の学習のひろがり
を実感できるよう工夫したりして、優れている。

4

　補充問題としてのフラッシュカードが充実しており、基礎・基本
を定着させるのに効果的である。また、「証明メーカー」を使って
タブレット上で証明の流れや根拠について整理することができるよ
うな工夫がされている。

　教科書にはデジタルコンテンツの記載が少ないが、WEBプラスに
は、例や例題の解説動画が多く掲載されているため、何度でも見返
すことができる。また、数は多くないが、日常生活にリンクしたWEB
テストで学んだことを深めることできるよう工夫されている。

　補充問題として、フラッシュカード形式の問題が用意されたり、
確かめようや計算力を高めようの解答や解説が掲載されたりしてい
るが、操作シミュレーションができるコンテンツが少なく、学習の
効果を高めるための工夫としては、十分ではない。

　まなびリンクとして、操作シミュレーション、統計ツール、動
画、資料などを活用することができるが、部分的にしかコンテンツ
がないため、タブレット端末を活用できる場面が少なく、学習の効
果を高めるための工夫としては、十分ではない。

5 ○

　多様な考えを生むために奇数ページから章の導入にしたり、巻末
の資料のページの紙質を変えたりしている。また、生徒の単元への
興味・関心を高めたり、学習場面を分かりやすくしたりするための
挿絵・イラスト・写真・図表等が工夫されている。

　巻末の資料のページを広げることで、領域ごとの内容すべてにつ
いてページをめくることなく確認できるようにしている。また、見
開きのページの課題と関連した写真、数学的に捉えられるようモデ
ル化したイラストが掲載されるなど工夫されている。

　教科書紙面に直接作図や書き込みがしやすいようにレイアウトし
て、生徒が利用しやすくしている。また、数学的な概念をイメージ
化するのに適した図や写真を数多く取り入れることで、学習内容の
理解を深める手助けとなるよう工夫されている。

　章末の学習内容の定着を図る問題では、「章のまとめ」や「章の
問題」のページ自体の色を分けることによって利用しやすくしてい
る。また、章の導入や具体場面の提示において、写真や挿絵、表等
が豊富に配置され、視覚的に捉えられるよう工夫されている。

6

　小さい文字にはＵＤフォントを採用して視認性を高め、文節改行
を取り入れたり、例や問いに罫線を入れてまとまりを示したり、デ
ジタルコンテンツを定位置に配置している。また、製本は開きやす
く、紙面を大きく見せ、書き込みをしやすくされていたり、堅ろう
性、耐久性に優れた加工がされている。

　１年生と２、３年生で文字の大きさを変え、重要な部分を強調し
たレイアウトを工夫したり、ＵＤフォントをふまえた色使いを工夫
したりして、誰にでも分かりやすい紙面にしている。また、環境に
配慮した紙と植物油インキを使用したり、表面にフィルムを貼った
りするなど、環境や堅ろう性に配慮しているが、重量に手立てが不
足している。

○

　目に優しい判別のしやすい色使いをしたり、理解しやすい文字に
なるようＵＤフォントを使用したりすることや文章を文節改行にす
ることで誰もが読みやすくなるようにしている。また、紙質を保ち
ながら軽量化を図ると共に、自然な色合いで光の反射や裏移りの少
ない用紙を用いたり、用紙やインクは環境に配慮したものを採用し
たりしている。

　紙面でもデジタル画面でも、見やすく、読みやすいＵＤフォント
を使用したり、レイアウトや文章の改行維持などを工夫したりし
て、支障なく生徒が集中して学べるようにしている。また、環境や
アレルギーなどに配慮し、再生紙と植物油インキを使用したり、紙
の強度を維持しつつ、軽量な紙を使用することで生徒への身体的な
負担に配慮しているが、表紙の抗菌加工のせいか、重量に手立てが
不足している。

※　着眼点ごとに、特に優れている教科書には評価の欄に○をつけています。

(1)内容の選択

3
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発行者
特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴

○

　基礎・基本である多種多様な「例」、「例題」と直接適用の
「問」を段階的に配置し、反復練習で技能を身に付けることができ
るように工夫して編集されている。

　学習内容の要点を例示したり「Linkイメージ」で動画にしたりし
て、生徒が理解し、技能を身に付けることができるよう編集されて
いる。

　「次の章を学ぶ前に」や「確かめ」を適宜設け、生徒が基礎的な
内容を理解し、技能を身に付けることができるよう編集されてい
る。

　「説明しよう」や「話しあおう」では、多様な考えをもち、筋道
を立てて説明する場面を設定し、思考力・判断力・表現力が身に付
くよう編集されている。

　「学んだことを活用しよう」では、単元を通して身に付けた知
識・技能を活用して解決できる問題を設定し、思考力・判断力・表
現力を高めることができるよう編集されている。

　数学を活用する学習を多彩に取り上げ、「説明できるかな？」や
「活用の問題」では、思考力・判断力・表現力が身に付くよう編集
されている。

○

　利用場面において、「ステップ方式」で段階的に問題発見・解決
をし、解決の過程を振り返ることで、数学的活動の楽しさやよさを
実感し、自身の学びを評価・改善できるよう工夫して編集されている。

　数学的な見方・考え方が身に付けられるように、活動の様子を
キャラクターの対話で視覚的に示し、多様な考えを出し合うことや
学んだことを活用する数学的活動の楽しさやよさが実感できるよう
編集されている。

　巻頭の「ノートのくふう」には振り返りやすくする具体例を示
し、「学び合おう」や「ふり返りシート」には、学習場面における
振り返りの観点を明示して、自己の変容を自覚し、評価・改善でき
るよう編集されている。

〇

　デジタルコンテンツの補充問題が各種そろっており、解き終えた
生徒への対応がしやすくなっている。また、「ふりかえり」とし
て、既習の内容が記載されていたり、算数でつまずきやすい内容に
ついて、例題とともに丁寧に解説されていたりするなど、学び直し
に対して配慮されている。

○

　二次元コードとともに扱う問題の難易度が示してあるので、自分
の理解度に合わせて選択できるようになっている。また、巻末の
「自己評価のチェック」で、自分自身の学びに向かう力について、
細かく確認することができるように配慮されている。

　各設問に合わせて、既習の内容を確認できる「確かめ」と、解き
終えた生徒に向けた「チャレンジ」問題が適度に配置されている。
また、その解答が次ページに記載されているなど、個々に扱いやす
くなるように配慮がなされている。

　「説明しよう」「話しあおう」の設問が随所に配置されており、
対話の中で学びを進められるように工夫されている。また、登場
キャラクターが話し合う場面が効果的に配置されている。

　登場キャラクターのグループでの対話の様子や、ペアの掛け合い
の様子など、様々な話し合いが豊富に描かれており、そのままの流
れで自然と対話的な学びへと入りやすくなるような工夫がされてい
る。

○

　章末の利用で、登場キャラクターによる対話や、それぞれの考え
を発展させる場面が記載されており、対話的な学びに入りやすく配
慮されている。また、設問用に、巻末に「対話シート」が準備され
ており、生徒が根拠や資料として提示しやすくなるように工夫され
ている。

○

　日常の事象についてどのように考えていけばよいのか、三つのス
テップに簡潔にまとめてある。また、随所に「数学ライブラリー」
として、学習内容に関係するコラムが、デジタルコンテンツととも
に紹介されている。

　章末の「学んだことを活用しよう」だけでなく、巻末の「数学旅
行」と「チャレンジ編」に活用の場面をまとめて紹介したり、随所
に発展的な内容を記載したりするなど、自分の興味・関心に合わせ
選択して取り組めるようになっている。

　「数学マイトライ」として、生徒の興味・関心に合わせて取り組
める内容が巻末にまとめて紹介されていたり、「数学のたんけん」
として所々紹介されたりしている。しかし、生徒に適時に触れられる部
分としては内容が少なくなっている。

○

　イラストでは、外国にルーツをもつ生徒も複数登場させたり、題
材として点字や車いすをとりあげたりすることで、多様性を認めて
いけるような工夫がされている。

　イラストでは、男女が一緒に、協力しながら話し合う様子を表現
しており、性別によって差別されない視点において人権尊重を表現
できるよう工夫されている。

　イラストでは、性別によらない役割を固定化したり、外国にルー
ツをもつ生徒を登場させたりしており、男女平等や多様性を認める
社会を表現できるよう工夫されている。

〇

　解き方を探るときや数学をさらに広げたり深めたりするときに
「たいせつな考え方」を下線と標識で記載し、自分の考えを整理
し、分かりやすく表現する場面の「まとめよう」を設置して、数学
的に考える資質・能力の育成ができるよう工夫して編集されてい
る。

〇

　項目冒頭の「Ｑ」や「TRY」で数学的活動を通して新しい内容を学
ぶことができるようにし、キャラクターの対話で数学的な見方・考
え方を働かせる具体的な姿を示して、数学的に考える資質・能力の
育成ができるよう工夫して編集されている。

　各小節の横に、その場面で必要な「大切な見方・考え方」を、上
段に汎用的、下段に具体的と分けて示し、数学的に考える資質・能
力の育成ができるよう編集されている。

〇

　学習したことを適用する「例」や「例題」を多く示し、その直後
にそれにならって解くことができる「問」も十分に配置し、さらに
それと同じ種類の「補充問題」をデジタルコンテンツとして用意す
る工夫がされている。また、「学習のとびら」では、数学を学習す
る意義を実感できる題材を多く取り上げ、優れている。

〇

　問題解決型の展開を軸としており、既習内容との関連を見い出し
しながら新たな知識・技能を習得したり、学んだ内容を統合的に捉
えたりできるように工夫されている。また、他教科や社会とのつな
がりを想起させる話題を通じて、数学の有用性を感じられるよう工
夫されており、優れている。

　小節ごとに「めあて」 を示したり、導入の「Ｑ」や横欄の「確か
め」で既習の内容を確認できるように工夫されている。また、「身
近なことがら」から数学的に表現した問題にする過程を明示した
り、発達段階に応じて穴埋め形式で説明の仕方を学べるようにした
りする工夫がされている。

〇

　「学習のとびら」の活動から多種多様な「例」「例題」と直接適
用の「問」を十分に配置し、すべての単元で利用場面を充実させ、
章を通した配列が工夫され、優れている。また、「問」と同じ種類
の問題をデジタルコンテンツの「補充問題」で用意したり、高等学
校との関連の内容を「発展」課題として取り上げたりしており、優
れている。

　章の学習の前に既習内容を確認できるようにし、「例」や「問」
を細かく配置して、「練習問題」で基礎的な問題を繰り返し練習で
きるように工夫されている。また、「Link補充」や巻末に補充問題
が豊富にあったり、高等学校の内容や「探究」のデジタルコンテン
ツで発達段階への配慮や高等学校への接続が工夫されたりしてい
る。

　章の学習の前に「次の章を学ぶ前に」を設け、スムーズに新しい
章の学習に入り、「例」「問」を小さなステップで段階的に学びを
積み上げていけるよう工夫されている。また、横欄の「チャレン
ジ」で補充問題に取り組んだり、「総合問題」や「ステップアッ
プ」など、発展的な学習に挑戦したりできるよう工夫されている。

4 ○

　例、例題の解説動画（スマートレクチャー）、学びを身につけよ
うの解説動画が豊富であり、一人一人の学びのペースに合わせて活
用することができる。また、ふりかえりCBTや操作シミュレーション
のできるツールもあるため、大変優れている。

　Linkイメージは、視覚的に理解するのに分かりやすい。Link補充
では、ペンでの書き込みが可能で使いやすく、入試問題にチャレン
ジでは発展的な内容の問題にも取り組むことができるよう工夫され
ている。

　練習問題（補充問題）をフラッシュカードで取り組むことができ
る。「見る」「ためす」といったアニメーションやシミュレーショ
ンを複数配置することで、視覚的に理解しやすくなるよう工夫され
ている。

5 ○

　全単元が「学習のとびら」から「利用」の流れで統一されてお
り、「利用」の場面では、問題提起から解決までを段階的に導ける
ようにしている。また、生徒の興味・関心を高め、学習内容が具体
的にイメージしやすいように、写真や挿絵、表等が適切に工夫され
ている。

　各単元の展開において、導入課題で学ぶ意欲を高めたり、単元末
では既習内容を活用したりできるようにしている。また、単元の導
入で視覚的に理解しやすくなるように、興味を引く図や写真を豊富
に取り上げ、問題解決の必要性が感じられるよう工夫されている。

　「次の章を学ぶ前に」で既習事項を確認したり、問題や説明には
図や表、イラストで補足するなどしたりして、学習を円滑に行える
ようにしている。また、学習場面において、生徒の興味、関心を高
め、学習内容がより理解できるような図やデジタルコンテンツを効
果的に配置するなどして工夫されている。

6 ○

　個人差を問わず、必要な情報が生活に伝わるデザインに配慮し、
ＵＤフォントの採用と色覚の特性によらず学びやすい配色をしてい
る。また、製本に開きやすいことや紙面が広く見えて書き込み等の
作業がしやすいことに配慮したあじろ綴じ製本を採用し、用紙は軽
くて印刷が鮮明な再生紙で、印刷は植物油インキを使用して環境や
アレルギーにも配慮している。

　補助的な図を多用して認識の特性の違いに配慮したり、巻末付録
にミシン目を入れて使用しやすくしたり、全体にわたってＵＤフォ
ントを大きめの文字サイズで使用し、文章は文節で改行して読みや
すくしたりしている。また、軽い用紙に植物油インクを用いて印刷
し、製本は堅ろう性を配慮している。

○

　区別しやすい色を使用すると共に、色だけで情報を伝えないよう
に、棒グラフや円グラフに斜線を入れるなどの配慮をしたり、全面
的にＵＤフォントを使用したり、振り仮名に大きく見えるＵＤゴ
シック体を使用したりしている。また、切り離せるページは一般的
なノートより一回り小さいサイズにしたり、軽量化した再生紙と植
物油インクを使用したりすると共に、あじろ綴じ製本で開きやす
く、表紙の耐水性や堅ろう性に配慮した加工を施している。

※　着眼点ごとに、特に優れている教科書には評価の欄に○をつけています。
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発行者
特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴 特徴

　「Ｑ」では、問題解決
的な学習を通して、既習
の知識から新しい知識を
主体的に見い出し、論理
的な思考力を伸ばして、
様々な場面で活用できる
技能に高められるよう配
慮されている。

　章の導入での活動で見
いだした問題を次ページ
以降の学習につなげた
り、「考えよう」「判断
しよう」「伝えよう」と
いった様々な問いを設け
たり、思考力・判断力・
表現力を高めるよう配慮
されている。

〇

　「数学的活動」では、
学習過程のイメージを具
体化し、課題に対する問
題発見から解決までの過
程を明確に示したり、自
分たちで見付けた課題か
ら目標を発見し、まと
め、さらにその先へつな
がっていくよう配慮され
ており、優れている。

　問題を見い出す、問題
をつかむ、見通しを立て
る、問題を解決する、ふ
り返る、深める、といっ
た「学びのプロセス」を
示し、問題発見・解決の
過程を意識し、自分の考
えをもつだけでなく、他
の人の意見を理解して取
り組めるよう配慮されて
いる。

〇

　単元の最後の「利用」
において、数学的に表現
した問題から焦点化した
問題、そして結果へつな
がる問題発見・解決の過
程に従って、現実の世界
と数学の世界の両方で取
り組まれていることを重
視して取り組めるよう配
慮されており、工夫され
ている。

〇

　「Ｑ」や「TRY」では、
予想・考察するところか
ら学習を始め、新たな学
習内容の必要性を考えた
り、身の周りにある事象
から数学を見い出したり
することや成り立つ関係
や性質を調べたり考えた
りする場面では「Link考
察」などでいろいろな角
度から考えることができ
るよう配慮されており、
工夫されている。

　「学びに向かう力を育
てよう！」では、数学の
よさについて考える活動
や数学を生活や学習に生
かす活動、解決の過程を
ふり返って評価・改善す
る活動、多様な考えを認
め、よりよく解決する活
動を位置づけ、主体的に
取り組めるよう配慮され
ている。

　各単元の導入や利用の
ページで、自他の表現の
共通点や相違点を話し合
うことで、そのよさを確
認したり、表現から読み
取れることを説明したり
するなど、数学的な表現
を基にした話し合いの場
面が工夫されている。

　複数の解き方を比較し
て、それぞれの考えを説
明し合う設問や、数学的
な表現からその工夫を読
み取る設問がある。しか
し、数学的な表現を自ら
用いて、説明し合う場面
は少ない。

　「説明する力を身に付
けよう」では、登場キャ
ラクターの対話の中で、
根拠を明確に示す必要が
あることや、考えを比較
しながら発表する場面が
示されており、数学的な
表現をもとに説明するこ
との大切さに触れること
ができるように配慮され
ている。

　「みんなに説明しよ
う」の設問で、「文字を
使って説明しなさい」の
ように、数学的な表現を
用いて、根拠を明らかに
して説明するよう促す配
慮がなされている。

〇

　「説明しよう」や「話
しあおう」で、誤答を修
正したり、根拠を明らか
にして説明したりする中
で用いた数学的な表現に
ついて、「まとめよう」
で簡潔に整理するなど、
数学的な表現を読み取っ
たり、使ったりすること
に対しての配慮されてい
る。

　数学的な表現について
考える場面が、対話とと
もに多く取り上げられて
いる。しかし、登場キャ
ラクターが対話の中で着
眼点をいくつか例示して
いることが多く、その分
生徒が自ら見付けて考え
られるものは少なくなっ
ている。 ○

　各単元で「話し合お
う」や「説明できるか
な？」など、説明し伝え
合う場面が随所にあり、
数学的な表現を積極的に
用いることができる機会
を豊富に設けている。

　単元の導入動画のアニ
メーションはとても分か
りやすい。また、１０円
硬貨やスクラッチカード
の実験をコンピュータで
効果的に行うことができ
る。データの活用におい
ては、適切な箇所にシ
ミュレーションできるコ
ンテンツがあり、工夫さ
れている。

　統計ツールとして、ス
グラパを採用しており、
岐阜の気温、読書時間、
バレーボール選手の身長
などをコンピュータで考
察できるよう工夫されて
いる。確率においては、
コンピュータ、情報通信
ネットワークの活用が図
られるような工夫が不十
分である。

　統計ツールとして、ス
グラパを採用しており、
降水量、反復横とび、バ
スケットボールの得点な
どをコンピュータで考察
できるよう工夫されてい
る。気象庁の外部リンク
や最高気温に関わるデー
タもあるので、生徒自ら
が活用しやすくなるよう
工夫されている。

　さいころやスクラッチ
に関わる実験をコン
ピュータで効果的に行う
ことができるが、それ以
外の部分において、コン
ピュータ、情報通信ネッ
トワークの活用が図られ
るような工夫としては、
十分ではない。

○

　さいころやくじに関わ
る実験をコンピュータで
効果的に行うことができ
る。データの活用では、
独自の統計ツールである
「statKeirin」を用いて
考察できるようになって
おり、考察の対象となる
データも豊富であるた
め、よく工夫されてい
る。

　さいころや硬貨の実験
もコンピュータで効果的
に行うことができる。統
計ツールを活用し、様々
な表現方法でデータの考
察を行うことができる。
考察の対象となるデータ
を増やすなどして、生徒
自らが活用できるような
工夫があるとよい。

　外部リンク集が充実し
ており、考察の対象とな
るデータも豊富である。
また、統計ツールとし
て、スグラパを採用して
おり、生徒自らが活用し
やすいよう、工夫されて
いる。確率に関わる部分
では、さいころ以外の場
合についても考察できる
ような工夫があるとよ
い。

※　事項ごとに、特に優れている教科書には評価の欄に○をつけています。

事項
数学的活動を通し
た学習が展開され
るよう配慮されて
いるか

数学的な表現を用
いて説明し伝え合
う活動ができるよ
う工夫されている
か

必要な場面におい
てコンピュータ、
情報通信ネット
ワークを適切に活
用することが図ら

れているか
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